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研究成果の概要（和文）：本研究では，第三言語使用時の第一言語と第二言語の抑制度合いについて線画命名課
題を用いて検討した。その結果，日本語を第一言語，英語を第二言語とするスペイン語学習者が，スペイン語で
命名を行った後に日本語や英語で命名をすると，スペイン語での命名の前に日本語や英語で命名をする場合より
も遅くなった。また，一言語のみで命名する場合と複数言語で命名する場合を比較したところ，日本語と英語は
複数言語が混ざっている場合よりも一言語のみの場合の方が速かった。これらの違いは日本語よりも英語の方が
大きいことから，熟達度が高い日本語よりも，スペイン語と類似性の高い英語をより強く抑制していることが示
唆された。

研究成果の概要（英文）：The present study examined the degree of inhibition of the first language 
(L1) and second language (L2) when learners spoke in a third language (L3). Japanese speakers who 
learned English as an L2 and Spanish as an L3 named pictures in L3 and in L1 or in L2. The results 
showed that L2 naming was slower when learners spoke the L2 after the L3 than when they spoke the L2
 before the L3. Likewise, L1 naming tended to be slower after L3 naming than before L3 naming. 
Furthermore, the difference between blocked naming and mixed naming was greater in L2 and in L1 than
 in L3. These differences were generally greater in L2 than in L1. These results suggest that 
language similarity might affect their control processes rather than language proficiency.

研究分野： bilingualism

キーワード： inhibitory control　L3　picture naming

  ２版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
新たな言語を使いこなせるようになるための努力をしている発達段階にいる第三言語学習者の言語コントロール
を明らかにすることで，教室での使用言語に関する教育的示唆が期待できる。また，第三言語に注目すること
で，使用しない言語の熟達度や言語距離と抑制度合いの関係を検証することができ，バイリンガルの言語コント
ロールに関する新たな知見を得ることができる。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属されます。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
 これまでの心理言語学的・認知神経科学的手法によるバイリンガリズムの研究により，バイリ

ンガルは一つの言語のみを使う状況においても，両方の言語を活性化させていることが明らか

にされている（Kroll, Bobb, & Hoshino, 2014; Kroll, Bogulski, & McClain, 2012 他）。両言語

が活性化されていても，バイリンガルが意図しない言語を誤って使うことがほとんどないのは，

二言語が活性化された後，使用しない言語が抑制されるためで（Hoshino & Thierry, 2011 他），

この言語抑制はその後の言語使用に影響を与えることが明らかにされている（Guo, Misra, & 
Kroll, 2011; Misra, Guo, Bobb, & Kroll, 2012 他）。また，言語距離に関わらず，両言語が活性

化されるが，日本語と英語のように言語距離が離れている場合は，スペイン語と英語のように言

語距離が近い場合よりも早い段階で，使用しない言語が抑制されることが報告されている

（Hoshino & Kroll, in prep）。これまでの研究の多くは，バイリンガル話者を対象にしており，

日常的に使用できるレベルまで第二言語（L2）の熟達度が達していない学習者の二言語の活性

化と抑制については，あまり研究がなされていない。また、第三言語（L3）を学習する時，第一

言語（L1）と L2 がそれぞれどの程度活性化され，抑制されるのかについては，まだ明らかにな

っていない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の目的は，第二言語の熟達度がある一定のレベルにある第三言語学習者が，第三言語で

の発話時に第一言語と第二言語をどの程度抑制しているのかについて明らかにすることである。

L3 に注目することで，使用しない言語の熟達度と抑制度合いは比例するのかについて検討でき

る。使用しない言語の熟達度と抑制度合いが比例するのであれば，L3 を使用する際には L1 が

L2 よりも強く抑制されることが予想される。また，3 つの言語を研究対象とすることで，言語

距離が言語コントロールに与える影響についても検討できる。言語距離が発話に使用しない言

語の抑制度合いに影響を与えるのであれば，言語距離の近い言語がより強く抑制されることが

予想される。 
 
３．研究の方法 
 本研究では，日本語を第一言語，英語を第二言語とするスペイン語学習者を対象に線画命名課

題を用いて，発話に使用しない言語のコントロールについて検証を行った。発話に使用しない言

語の抑制には，リアクティブコントロール（reactive control）とプロアクティブコントロール

（proactive control）という二つの方法がある（Ma, Li, & Guo, 2016; Declerck, 2019 他）。前

者は発話の過程において発話に使用しない言語が干渉する時に働く抑制である。一方，後者は使

用しない言語の活性化が意図した言語での発話の妨げになることを予測して機能する言語コン

トロールである。本研究では，図１の実験デザインを用いることで L3 発話時における L1 と L2
の抑制（リアクティブコントロール・プロアクティブコントロール）を測定した。具体的には，

以下の 3 点について検討した。 
(1) Language order effect: 一言語のみで発話を行うブロック（blocked naming）における

各言語での命名に命名言語の順番が与える影響 

(2) Language mixing effect: 複数言語で命名を行うブロック（mixed naming）における各

言語での命名にかかる負荷 

(3) Language switching effect: 複数言語で命名を行うブロック（mixed naming）におい

て，命名言語を切り替える時にかかる負荷 



Language order effect と language mixing effect はプロアクティブコントロール，language 
switching effect はリアクティブコントロールの指標として使用した。 
 
図１ 実験デザイン 

 

 

４．研究成果 

(1) Language order effect について 

 一言語のみのブロックの命名を各言語で比較した。その結果，L3 のスペイン語で命名を行っ

た後，L1 の日本語（実験 1）や L2 の英語（実験 2）で命名をすると，スペイン語での命名の前

に日本語や英語で命名をする場合よりも遅くなった。この差は日本語での命名よりも英語での

命名の方が大きかった。 

図２ Language order effect 

 

 

(2) Language mixing effect について 

 一言語のみで命名をする場合の最初のブロックと複数言語で命名をする場合のスイッチしな

い（non-switch）トライアルをそれぞれの言語で比較を行った。その結果，L3 のスペイン語で

は両者に差が見られなかったが，L1 の日本語と L2 の英語は複数言語が混ざっている場合より

も一言語のみの場合の方が速かった。この傾向は日本語よりも英語の方が強かった。 

図３ Language mixing effect 
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(3) Language switching effect について 

 複数言語で命名をするブロックでの言語スイッチがある(switch)トライアルとスイッチしな

いトライアルを比較した。その結果，L3 のスペイン語では両者に差が見られなかったが，L1 の

日本語と L2 の英語ではスイッチトライアルの方がスイッチのないトライアルよりも命名速度

が遅くなった。 
図４ Language switching effect 

 

 

 以上の結果から，日本語を第一言語，英語を第二言語とするスペイン語学習者はプロアクティ

ブコントロールとリアクティブコントロールの両方を用いて，発話に使用しない言語の活性化

を抑制していることが明らかになった。また，プロアクティブコントロールの抑制度合いが L1
の日本語よりも L2 の英語の方が高いことから，発話に使用しない言語の熟達度よりも言語距離

が言語コントロールにより大きな影響を与えることが示唆された。この言語距離の影響につい

ては，日本語を第一言語，英語を第二言語とする中国語学習者やロシア語学習者を対象に今後の

研究でさらに検証していく予定である。 
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